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大項目
	その他

	小項目
	不正アクセス（ＩＤ・パスワードの管理）

	タイトル
	みんなは、どうおもう？「人のなまえをかりてはダメよ！」編

	主な対象
	小学校高学年（４～６年）

	ね ら い
	ゲーム機の使い方を通して、ＩＤ（ユーザー名）やパスワードの大切さについて知らせる。

	作成の意図
	　１台のパソコンを家族で共有する場合、ユーザーごとにＩＤやパスワードを登録し、各自が使いやすい環境に設定をして利用することができる。また、インターネット上において、ＩＤやパスワードは、フリーメールやオンライン取引で日常的に使われている。小学校高学年の児童がインターネット上で自分のＩＤやパスワードを使う機会は少ないものの、ゲームで個人登録して、ゲームの中に自分の分身（キャラクター）を作って遊ぶことは多い。
そこで、このコンテンツを利用して、児童に身近なゲームでの登録名の貸し借りによるトラブルの事例を示し、ＩＤやパスワードの大切さについて知らせたい。

	指導内容
	・　ゲームをするときには、登録している他の人の名前を勝手に使用してはいけないこと。
・　コンピュータを利用する場合には、ＩＤやパスワードを人に教えてはいけないこと。

	展　開
	①　紙芝居をする前に、「ゲームで遊んだことがありますか。」「ゲームで人の名前を借りて遊んだことがありますか。」と質問して、ＩＤやパスワードについて意識付けをする。
②　紙芝居を始める。１枚目を提示し、「ゲームのデータが消えちゃったというお話です。」と紹介する。
③　２枚目、３枚目を提示し、ただしくんがゲームをして楽しんでいる場面に友だちがやってくる場面の状況を伝える。
　　「おもしろそうだね。ぼくにもかしてよ。」
　　「うん・・・いいけど、どうしようかな・・・もう、キャラクター増やせないし。」
　「ちょっとだけ貸して、お願い。」
　「お姉ちゃんの名前でやってみる？」
　「ありがとう！」
名前を登録するゲームの場合、登録した人がデータを保存して、続きから遊ぶことができるものであることを補足する。
④　４枚目、５枚目を提示し、楽しく遊んでいる様子を伝える。
⑤　６枚目を提示し、ゲームに不慣れな友だちが、思わずデータを消してしまったことを伝える。
⑥　７枚目を提示し、途方に暮れているただしくんに、「何か言ってあげることはない？」「みんなはどう思う？」と問い掛け、児童の発言を取り上げる。
⑦　８枚目を提示し、ゲームだけでなく、コンピュータでＩＤやパスワードを入れて作業をするときも同じように貸し借りをしてはいけないことを確認して終わる。 
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